
平成 9年 3月 31日

輝
け
北
斗
七
星

山
寺
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
五
十

一
年
の
暮
れ
も
押
し
迫

っ
た

時
に
誕
生
し
た
、
山
寺
卓
球
ス
ポ
少
〃

暗
闇
に
皓
々
と
灯
も
る
体
育
館
の
窓
、　
一

歩
踏
み
込
む
と
、
幼
き
団
員
が
懸
命
に
練

習
に
励
ん
で
い
た
。
ど
の
顔
に
も
自
信
と

勇
気
が
張

っ
て
い
る
。
第

一
声
は

「楽
し

い
」
の
連
発
、
き
つ
い
時
も
あ
る
け
れ
ど
、

全
国
大
会
を
目
指
す
。
全
国
大
会
三
回
戦

の
壁
を
破
る
実
績
。
強
く
な
り
た
い
。
お

兄
ち
ゃ
ん
も
団
員
だ

っ
た
の
で
、
強
く
な

り
た
い
。
夢
は
全
国
制
覇

へ
と
向
け
ら
れ

て
い
た
。
澄
ん
だ
瞳
に
笑
顔
が
美
し
く
、

心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
あ

っ
た
。
凍
て
る

空
に
は
柄
杓
姿
の
七
つ
の
星
が
美
し
く
輝

い
て
い
た
。
山
寺
の
期
待
の
星
が
―
―

培
え

精
神
力
〃

羽
ば
た
け

空
高
く
〃

父

母

の
声

自
分
な
り
の
楽
し
み
と
し
、
生
活
の
中

で
充
実
し
た
も
の
に
、
積
極
的
に

一
生
懸

命
に
や
る
姿
が
た
の
も
し
い
。
卓
球
の
楽

し
さ
と
、
精
神
力
を
培

っ
て
ほ
し
い
。

山
寺
か
ら
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
を

・
・
・

中
学
校
に
行

っ
て
も
活
躍
出
来
る
よ
う

に
子
供
と
共
に
汗
す
る
姿
が
、
そ
こ
に
あ

っ
た
。
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山寺は人口1,762名 、山形市内でも下から2番 目の小さな地区

山孝離 奏熊財可労祭

消
え
ゆ
く
芸
能
文
化
遺
産

を
発
掘
継
承
し
、
ま
た
新
作

に
も
挑
み
、
仲
間
づ
く
り
を

進
め

つ
つ
、
郷
上
に
潤
い
を

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、

地
区
内
同
好
の
有
志
に
よ

っ

て
、
昭
和
五
十
三
年
に
会
長
、

布
施
与
惣
治
さ
ん
で
発
足
し

た
。レ

パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
、

山
寺
石
切
踊
り
、
山
寺
願
人

踊
り
、
山
寺
雑
魚
す
く

い
踊

り
、
二
日
峠
馬
子
唄
、
新
山

寺
小
唄
、
大
黒
舞
、
吟
舞
奥

の
細
道
、
山
寺
踊
り
、
山
寺

音
頭
、
磐
司
太
鼓
等
々
。

発
表
の
場
と
し
て
は
、
毎
年
、
地
区
の

新
年
顔
合
せ
の
集
い
、
敬
老
会
、
磐
司
祭

に
は
磐
司
太
鼓
の
奉
納
、
全
国
俳
句
大
会

前
夜
祭
、
地
区
文
化
祭
等
、
そ
の
外
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
要
請
が
あ
れ
ば
快
く
出
演
す

る
な
ど
、
会
の
多
彩
な
活
動
に
地
区
で
も

支
援
し
て
い
る
。

踊
り
に
必
要
な
衣
裳
、
小
道
具
等
は
殆

ん
ど
自
弁
自
作
で
あ
る
。
太
鼓
な
ど
は
会

員
の
拠
出
金
や
篤
志
寄
付
も
仰
い
で
整
備

し
て
き
た
由
、
会
員
は
現
在
、
男
性
七
名
、

女
性
十
二
名
で
あ
る
が
、
高
齢
化
し
て
い

る
の
で
後
継
者
の
確
保
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

山
寺
の
俳
句
の
歴
史
は
古
く
、
芦
沢
の

米
山
薬
師
堂
に
明
治
十

一
年
奉
納
の
俳
額

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
願
主
は
南
院
の
霊

樹
庵
立
志

（五
代
目
遠
藤
金
兵
衛
氏
）
で

二
十
余
名
の
句
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
時

を
同
じ
く
し
て
宮
崎
の
七
里
庵
川
丈
氏
も

「七
里
庵
川
丈
句
集
」
を
発
刊
し
て
い
る
。

昭
和
に
入
り
芦
沢
の
伊
澤
不
忍
氏
も
地
元

の
俳
人
を
集
め

「白
雲
吟
社
」
を
興
す
な

ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
太

平
洋
戦
争
の
緊
迫
化
と
共
に
表
退
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
を
経
て
、
昭
和
五
十
二

年
に
鈴
木
桂
花
、
山
形
理
の
両
先
生
を
指

導
者
に
迎
え
て
蕉
風
会
が
誕
生
し
た
。

こ
こ
に
甦
つ
た
蕉
風
会
は
、
毎
月

一
回
の

例
会
を
重
ね
、
四
巻
の
合
同
句
集
を
発
刊
し
、

現
在
第
五
集
上
梓
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

こ
の
句
集
の
特
色
は
、
会
員
の
句
は
も

と
よ
り
、
先
人
の
残
さ
れ
た
貴
重
な
句
、

そ
し
て
大
人
の
目
で
は
捉
え
る
こ
と
の
出

来
な
い
、
小
中
学
生
の
句
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
事
で
あ
る
。

山
寺
小
中
学
校
で
は
俳
句
教
室
も
開
か

れ
、
校
長
先
生
が
自
ら
指
導
に
あ
た
ら
れ
、

そ
の
作
品
が
校
内
に
短
冊
に
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
に
将
来
の
蕉
風
会
を
担
う
芽
は
、

着
実
に
育

っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

山 寺 磐 司 太 鼓

昭
和
二
十
二
年
に
、
山
寺
の
貴
重
な
文

化
財
を
保
存
し
、
継
承
す
る
為
、
小
笠
原

信
夫
先
生
、
武
田
唯
雄
先
生
が
中
心
と
な

っ
て
創
設
さ
れ
た
。

石
造
物
の
調
査
、
歴
史
の
研
究
、
機
関

誌
の
発
行
、
全
国
俳
句
山
寺
大
会
の
開
催

な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

特
に
俳
句
大
会
は
今
年
で
三
十
九
回
目

を
迎
え
、
毎
年
八
百
句
を
超
え
る
投
句
が

寄
せ
ら
れ
、
選
者
も
全
国
の
有
名
な
方
々

を
招
聘
し
、
全
国
的
に
も
権
威
あ
る
大
会

と
な

っ
て
い
る
。
（現
会
長

矢
萩
常
善
氏
）
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虫珠のしずく

=‖単■

押11iギ

れ」f,1'

山
寺
郷
土
研
究
会
は
平
成
四
年
の
結
成

で
比
較
的
新
し
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
会

長
の
布
施
正
善
さ
ん
を
訪
ね
て
話
を
お
伺

い
し
た
。
以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

発
足
の
趣
旨
は

「温
故
知
新
」
古
き
を

尋
ね
て
新
し
き
を
知
る
こ
と
に
あ
る
が
、

特
に
埋
も
れ
て
い
る
者
の
こ
と
を
ほ
り
起

こ
し
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

の
事
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
、
勉
強
会
の
主
な
も

の
と
し
て

ｏ
山
寺
状
の
学
習
会

（四
回
）

楯
岡
高
校
教
諭
　
　
梅
津
保

一
先
生

ｏ
石
碑
等
の
調
査
方
法
に
つ
い
て

高
畠
町
考
古
資
料
館
長

川
崎
利
夫
先
生

ｏ
逆
巻
の
め
が
ね
橋
に
つ
い
て

出
形
市
郷
研
会
長
　
渡
辺
信
三
先
生

○
峯
の
浦
ビ
デ
オ
製
作

ｏ
山
形
テ
レ
ビ

ヘ
ニ
日
街
道
案
内
紹
介

等
が
あ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
を
発
展
さ
せ
て

い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

ｏ
慈
覚
大
師
の
足
跡
を
た
ど
る
勉
強
会

ｏ
お
年
寄
と
の
談
話
会

そ
の
他
を
考
え
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
あ
る
の
で
地
区

の
方
々
の
御
指
導
と
講
演
会
等

へ
の
参
加

を
よ
ろ
し
く
と
の
事
で
あ

っ
た
。

座茶お

公

民

館

講

座

公
民
館
は
学
習
の
場
と
し
て
、
幅
広
い

年
齢
層
を
対
象
と
し
て
、
講
演
会
、
ス
ポ

ー
ツ
、
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
の
主
な
学
習
と
し
て
は
、
少
年

教
室
、
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
推
進
講
座
、

山
寺
郷
土
史
講
座
、
英
会
話
教
室
等
を
開

催
し
た
。

と
く
に
、
英
会
話
教
室
で
は
、
三
年
間

の
総
ま
と
め
と
し
て
、
日
本
語
と
英
語
版

の

「山
寺
観
光
案
内
資
料
」
を
完
成
さ
せ

た
。
ま
た
、
公
民
館
の
本
格
的
な
茶
室
で

お
茶
講
座
を
実
施
し
て
、
日
本
伝
統
文
化

の
良
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら

つ
た
。

書道クラブ作品展(東京にて)

講
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奥
の
院

金
色
丈
六
阿
弥
陀
如
来

平
成
２
年
４
月
開
眼

ウインタースポーッのメッカ

面白山スキー場

て川原町屯

山寺芭蕉記念館●

kノロサ||(旭川) 風 雅の国●

1鞠
“

占路豊 、ヽい”一才
所

一

′

＼

立石川

藤美術館 f馬 形
ヾ
)

、 _ _ ノ

「奥の細道」300年記念

山寺芭蕉記念館 平成元年7月開館

W Aブ ークロー作 「愛しの小鳥」

自然を愛した画家たちの美術館

後藤美術館所蔵

平成 6年 4月 開館



今 そして未未ヘ

文化の拠点

山寺公民館 平 成6年 4月落成

山寺小中学校

小中一貫教育の殿堂

昭和61年4月 開校

宝珠山
立石寺本坊0

↑
至
Ｒ
４７
鹸
轟
国

関
山
街
道

ンンぐやン
ぐり ●老人保健施設(堪寺

T瑠
←至山形

芦沢

ン    鍛

轡蟹蕃蓋欝罰欝
鉾罷窮霊揮
襲
号岳暑8早そ岳]°

・H

慈恩寺(サイクリングロ
韓

】の率非

山寺小 中学校(

国                 「じ夕FじコFこ
コF=コロEコ
ロエ=

露
 ノ

ン 紫萄笠 離 発 3月竣ど伊
黎崇橘存靖奄

乾企

天下の絶景を望む

お食事処 風雅の国

平成元年7月 開苑

●三宝岡風立寺
遷ぽ
ぎ
月鼈
↓ 犠

地
区
発
展
を
夢
み
て

こ
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
は
、
地
区
の

一

年
間
の
出
来
事
な
ど
を
中
ば
に
、
整

理
し
て
記
録
し
た
も
の
で
、
地
区
民

は
勿
論
、
地
区
外
に
出
て
い
る
人
々

に
も
広
く
配
布
し
、
読
ん
で
頂
い
て

交
流
の
輪
を
広
げ
、
い
さ
さ
か
な
リ

と
も
地
区
活
性
化
に
役
立
て
れ
ば
と

の
思
い
を
込
め
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

地
区
に
は
、
調
和
あ
る
発
展
を
図

る
た
め
、
そ
の
未
来
像
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
先
年
、
山
寺
の
将
来
像
を
ま

と
め
て
公
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
秋
、
こ
の
出
寺
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
二
十
オ
以
上

の
地
区
民
を
対
象
に
意
識
調
査
が
行

わ
れ
た
の
で
、
そ
の
結
果
な
ど
も
ふ

ま
え
て
、
地
区
民
の
理
解
と
協
力
の

も
と
、
行
政
と

一
体
に
な
っ
て
夢
を

現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
努
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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山寺地区の高齢化率27%、 山形市内 1番 の高率である。

年三り書古孟塗摯早里童ミン遵髪ン
資君象衰各畳25喜千髪ン軽茎妻ン
富暑愛賃岳岳密ち言魯ヨ

主 将

伊澤 猛 君

日
大
山
形
高
校
野
球
チ
ー
ム
は
、
県
大

会
に
優
勝
、
甲
子
園
で
の
全
国
大
会
に
出

場
し
た
。
こ
の
原
動
力
と
な

っ
た
の
が
山

寺
中
学
校
卒
の
我
ら
が
ヒ
ー

ロ
ー
伊
澤
猛

君
（芦
沢
）
と
武
田
康
之
君
（南
院
）
で
あ
る
。

猛
君
は
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
の
要
。
四

番
打
者
で
工
割
を
越
す
猛
打
。

一
方
康
之
君
は
低
め
の
カ
ー
ブ
が
武
器
。

相
手
打
者
を
キ
リ
キ
リ
舞
さ
せ
た
。

県
大
会
決
勝
で
は
対
羽
黒
戦
七
対
二
の

あ

ら
た

の

圧
勝
、
甲
子
園
で
は
徳
島
の
新
野
高
と
対

戦
、
２
対
０
の
惜
敗
で
あ

っ
た
。

史
跡
の
人
の
碑
　
新
公
民
館
に
遷
座

文
化
保
存
会
提
唱
、
振
興
会
事
業

叙

　

勲

春

・
布
施

　
一
郎
氏

（地
蔵
堂
）

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

山
寺
郵
便
局
、
特
に
保
険
業
務
に
功
績

秋

・
滝
口
　
末
蔵
氏

（芦
　
沢
）

勲
五
等
瑞
宝
章

長
崎
郵
便
局
長
、
郵
便
業
務
功
労

表

　

彰

後
藤
　
哲
夫
氏

（千
手
院
）

山
形
県
農
業
委
員
大
会
に
て
永
年
勤
続

農
業
会
議
会
長
表
彰

武
田
　
　
誠
氏

（地
蔵
堂
）

交
通
安
全
県
民
大
会
に
て
功
労
表
彰

矢
萩
　
八
郎
氏

（地
蔵
堂
）

結
城
　
　
栄
氏

（川
原
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
、
大
会
表
彰

成
山
兵
次
郎
氏

（地
蔵
堂
）

老
人
福
祉
大
会
、
功
労
表
彰

山
寺
の
蝉
　
日
本
の
音
風
景
百
選
に

閑
さ
や
岩
に
し
み
入
蝉
の
声

松
尾
芭
蕉
随

一
の
名
句
と
讃
え
ら
れ
て
い

る
こ
の
句
に
ち
な
ん
で
、
山
寺
の
蝉
が
日

本
の
音
百
選
と
し
て
環
境
庁
か
ら
選
定
さ

れ
た
。
出
形
県
か
ら
は
三
件
、
山
寺
の
蝉
、

羽
黒
山
の
法
螺
貝
、
最
上
川
の
白
鳥
で
あ

る
。
　
　

　
　

　
　

（平
成
八
年
七
月
）

花
壇
、
優
秀
賞

地
蔵
堂
追
分
の

一
角
に
花
壇
が
で
き
た
。

地
区
振
興
会
役
員
の
奉
仕
で
あ
る
。
山
形

市
か
ら
花
壇
の
部
優
秀
賞
受
賞
。

家
政
科
教
室

一
棟
を
贈
る

マ
ニ
ラ
市
郊
外
ラ
バ
ユ
グ
小
学
校
に
教

室

一
棟
を
立
石
寺
の
清
原
浄
田
氏
が
寄
贈
。

同
校
に
は

「
い
ふ
部
隊
」
の
慰
霊
と
友
好

の
碑
が
移
転
さ
れ
た
が
、
そ
の
御
礼
と
友

好
発
展
を
願

つ
て
の
事
。

市音楽祭で奨励賞
女性合唱団 「お、うが」

投 手

武田 康之君

ミヽ‐
当

型

一勝

（野

口
君
雄

人
野
球

ズ
と
対

。
お
め

一運
動
会

運
動
会

。

ユ
ー

汗
を
流

の
大
地

と
言
わ

山形市市民大運動会
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均
寺

の
文
化
財

①

中
堂
の
御
本
尊
、
薬
師
如
来
は
平
安
時

代
の
作
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
比
叡
山
の
薬
師
如
来
と
共
に
日

本
七
薬
師
と
さ
れ
、
山
寺
の
は
そ
の
第
五

番
で
、
地
区
の
繁
栄
と
安
全
を
見
守

っ
て

お
ら
れ
る
。

お
山
の
中
で
も
秘
佛
の
筆
頭
で
、
そ
の

御
開
帳
は
五
十
年
に

一
回
、
こ
こ
し
ば
ら

く
の
間
は
直
接
拝
す
る
事
は
で
き
な
い
。

心
と
体
の
病
を
癒
す
と
共
に
、
悪
縁
切

り
の
功
徳
を
与
え
て
下
さ
る
佛
様
と
し
て
、

全
国
か
ら
の
参
拝
者
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

八
の
日
の
御
縁
日
に
は
、
六
時
か
ら
有

志
に
よ

っ
て
朝
参
り
の
会
が
開
か
れ
る
。

根
ふ
守
を
素
擁
森
ゑ

め
②
が
麹
砥

千

手

院

仙
山
線
沿
い
に
位
置
す
る
集
落
、
中
心

部
に
踏
切
が
あ
，
、
仙
山
線
と
そ
の
踏
切

が
集
落
発
展
を
遅
々
た
る
も
の
に
し
て
い

る
。
し
か
し
澄
ん
だ
空
気
、
清
ら
か
な
水
、

緑
豊
か
な
自
然
等
、
居
住
環
境
は
す
ば
ら

し
い
。
戸
数
五
十
二
戸
、
人
口
は
別
掲
の

よ
う
に
二
百
十
二
人
で
、
六
十
五
歳
以
上

は
三
十
二
％
を
占
め
る
。

地
区
内
に
は
、
最
上
二
十
三
観
音
二
番

札
所
が
あ
り
、
峯
浦
遺
跡
と
垂
水
不
動
尊
、

材
木
岩
の
景
観
や
岩
の
沢
の
赤
山
明
神
、

磐
司
愛
犬
の
墓
、
山
王
様
な
ど
の
見
所
が

あ
る
。

室珠のしずく

石山五郎さん(83才)

キヨノさん(76才)ご夫妻

昔
は
農
業
と
山
林
に
依
存
し
た
暮
ら
し

で
あ

っ
た
が
、
今
は
勤
め
の
生
活
が
大
半

と
な

っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
秋
、

日
本
猿
の
群
が
初
め

て
集
落
に
現
れ
た
が
、

今
で
は
中
地
蔵
を
除

く
山
寺
全
域
に
出
没

し
、
農
作
物
の
被
害

の
み
な
ら
ず
生
活
に

被
害
も
あ

っ
て
困

っ

て
い
る
。

マ
ス
マ
ミ

に
も
取
り
上
ら
れ
、

テ
レ
ビ
で
全
国
放
映

さ
れ
て
話
題
と
な

っ

た
地
区
で
あ
る
。

総 数 15才以下 16才～64才 65才以上

男 103

女

計 213

°/。 15.5 52.5

(単位 1人 、%)

め
め
で
こ
う

冨
底
」語
）豊
婚
耽
一
新
婿
耽
後藤さ業
護
）

昭
和
二
十

一
年
、
見
合
結
婚
、
子
供
は

二
人
、
国
鉄
に
勤
め
て
い
た
の
で
面
白
山

の
社
宅
で
挙
式
。
ば
あ
さ
ん
は
優
し
い
人

で
わ
た
し
に
と

つ
て
最
高
の
人
で
す
。

（五
郎
さ
ん
）

思
い
出
と
し
て
は
結
婚
式
の
時
、
花
嫁

姿
で
面
白
山
に
行

っ
た
が
、
そ
の
時
同
乗

し
て
い
た
米
軍
兵
士
か
ら
写
真
に
撮
ら
れ

た
事
。
お
じ
い
さ
ん
は
若
い
時
か
ら
何
で

も
他
人
の
事
を
考
え
実
行
す
る
人
で
尊
敬

し
て
い
ま
す
。
　

　

　

（キ
ヨ
ノ
さ
ん
）

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
、
の
問
い
に
た
だ

微
笑
ん
で
顔
見
合
わ
せ
る
お
二
人
で
し
た
。

（ほ
か
に
六
組
の
金
婚
さ
ん
が
お
り
ま
す
。）

昨
年
四
月
、
紹
介
に
よ
り
結
婚
、
お
互

い
助
け
合

っ
て
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
泉
さ
ん
は
と

に
か
く
優
し
い
心
を
持

っ
た
人
で
す
。

（文
男
さ
ん
）

実
家
は
荒
谷
、
高
輸
に
あ
る
心
身
障
害

者
福
祉
施
設
に
勤
め
て
い
ま
す
。
文
男
さ

ん
は
と
て
も
穏
や
か
で
優
し
い
反
面
、
我

慢
強
く
頼
り
甲
斐
の
あ
る
人
で
す
。
子
供

は
二
人
は
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（泉
さ
ん
）

明
る
く
微
笑
み
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ビ

ユ

ー
に
応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
幸
せ
に
。

（ほ
か
に
六
組
の
新
婚
さ
ん
が
お
り
ま
す
。）

後藤文男さん(38才)

泉さん(29才)ご夫妻
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山寺を訪れる人は年間90万人と推定される

百
オ
を
迎
え
ら
れ
た

後
藤

教
さ
ん

府
原
旦

後
藤
教
さ
ん

（明
３．
年
１
月
４
日
生
、

川
原
町
在
住
）
に
長
生
き
の
秘
訣
を
尋
ね
た
。

「私
は
の
ん
気
な
性
分
で
物
に
拘
わ
ら
な

い
方
だ
と
思

っ
て
い
る
。
好
き
嫌
い
な
く

何
で
も
食
べ
る
し
、
あ
り
あ
わ
せ
の
物
で

充
分
あ
り
が
た
く
戴
い
て
い
る
。

小
さ
い
頃
か
ら
山
歩
き
が
好
き
で
、
千

手
院
の
お
不
動
様
と
か
、
馬
口
岩
な
ど
ひ

と
り
で
も
出
か
け
て
、
山
菜
採
り
茸
狩
り

な
ど
自
然
の
恵
み
を
体

一
杯
に
受
け
て
過

し
て
来
た
。
早
寝
早
起
き
太
陽
の
動
き
に

合
わ
せ
た
く
ら
し
を
す
る
こ
と
。」

寒
中
の
二
月
と
は
い
え
窓
を
開
放
し
、

何
十
年
来
カ
ゼ
な
ど
引
い
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
。
耳
は
多
少
遠
く
な

っ
た
と
は
い

え
、
し

つ
か
り
し
た
日
調
で
あ

っ
た
。

平
成
八
年
六
月
発
足
、
会
員
は
若
手
ば

か
り
二
十
名
。
会
長
井
上
順

一
氏
、
こ
れ

か
ら
の
山
寺
を
考
え
、
実
践
し
て
い
こ
う

と
す
る
会
で
あ
る
。
モ
ツ
ト
ー
は

ほ
、
ほ
の
ぼ
の
し
た
山
寺

た
、
た
く
ま
し
い
山
寺

る
、
る
ん
る
ん
気
分
の
山
寺

宝
珠
橋
下
で
の

「
い
も
に
会
」
が
初
行

事
で
、
女
声
合
唱
団

「ふ
う
が
」
の
出
演

や
魚
釣
り
を
含
め
て
地
区
民
や
観
光
客
に

大
好
評
。
五
百
名
の
参
加
。　
ニ
ュ
ー
パ
ワ

ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（敬
称
略
）

布
施
与
惣
治

遠
藤
　
障

一

遠
藤
　
邦
雄

後
藤
　
孝

一

原
田
　
貞
雄

川
辺
　
治
郎

高
見
　
昭
男

武
田
久
之
進

川
辺
　
治
郎

武
田
　
和
夫

遠
藤
　
障

一

原
田
　
貞
雄

矢
萩
　
義
春

遠
藤
　
正
弘

布
施
　
正
俊

後
藤
　
俊
弥

武
田
　
　
誠

遠
藤
　
正
治

矢
萩
　
久
義

新
関
　
嗣
朗

後
藤
　
賢

一

相
田
　
俊
幸

丹
野
　
寿

一

石
谷
　
憲

一

渡
部
　
勝
雄

山
寺
芭
蕉
記
念
館
事
務
局
長

山
寺
公
民
館
長
事
務
長

主
　
査

主
　
任

鈴 柴 武 伊 三
木 浦 田 澤 浦

孝
之
貞

一

秀
男
雅
知
典
子

平
成
八
年
度

地
区
振
興
会
役
員
名

山
寺
地
区
振
興
会
長

町
内
会
長
広
報
委
員

布
施
与
惣
治
、

武
田
久
之
進
、

町
内
会
長
　
矢
萩
　
義
春
、

武
田
　
和
夫

広
報
委
員
　
布
施
　
運
蔵
、

遠
藤
弥
右
ェ
門
、

社
会
福
祉
協
議
会
長

衛
生
組
合
連
合
会
長

防
犯
協
会
山
寺
支
部
長

体
育
振
興
会
長

教
育
後
援
会
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
長

観
光
協
会
長

民
生
児
童
委
員
会
総
務

消
防
分
団
長

交
通
安
全
協
会
山
寺
支
部
長

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

子
供
育
成
会
連
合
会
長

関
係
機
関

山
寺
小
中
学
校
長

山
寺
郵
使
局
長

山
寺
駐
在
所

山
形
農
協
山
寺
支
所
長

山
寺
駅
長

山
寺
芭
蕉
記
念
館
長
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